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ケーブルテレビ事業者が考案した 
「防災行政無線をテレビで聞く」システム

テレビリモコンの簡単な操作で実現する効果的な災害情報伝達

瀬　間　健　司

2003 年から開始された地上デジタル放送。地上デジタル放送の規格ARIB によって定義された「TR-
B14 2.1.2.8　データ放送における映像，音声の運用」というものがある。この機能を活用し，ケーブル
テレビ事業者の自主放送を行うためにヘッドエンドに設置する地上デジタルHD・SD自主放送センター
機により防災行政無線の音声をデジタル化し，通常放送と混合して全てのケーブルテレビ接続家庭に伝送
させると同時に，視聴中の自主放送（コミュニティチャンネル）テレビ画面にオーバレイを表示させ，そ
の音声を確認する画面へと視聴者を誘導するシステム構築に成功した。
キーワード：‌�災害情報伝達，防災行政無線，可聴範囲，CATV，ARIB，TV受像機，コミュニティチャ

ンネル

1．はじめに

災害情報の伝達は重要で，中でも自治体の発する情
報は迅速に正確に幅広く，且つ多様な方法で行われる
ことが望ましい。存外知られていない国内のケーブル
テレビの接続率は，50％ a）を超えており，本稿で述
べるシステムを活用し，より多くのケーブルテレビ事
業者が採用し，地域の安全な社会基盤の整備を 1歩で
も進められたら幸いである。
自治体の災害情報伝達手段の第一としては，防災行
政無線がある。以下，現状を表す1例として引用する。
「災害発生時に最も重要なことは，災害発生地域の
住民に迅速に情報を伝達することである。そのための

手段として，防災行政無線（以下，防災無線と記述）
が挙げられる。しかし，都市化が進行した地域では，
建物の壁面が音を遮って警報が聞こえ難い地域が存在
するという問題がある。現在，文京区に設置されてい
る防災無線に対して，可聴範囲を計算するシミュレー
ションを行った結果（図─ 1），一見偏りのない配置
でも，実際は全体の約 30% の地域にしか音が届いて
いないことがわかった 1）。」
先のシミュレーション結果が提示する問題につい
て，「聞こえ難い」現状を改善する 1案として，以下
本システムを紹介する。

2．  ケーブルテレビ自主放送システムを活用
した，受信側（テレビ受像機）の追加設
備不要な防災行政無線の音声伝達方式

（1）システム概要
本システムは，自治体防災課が出先機関や関係各所

に広く設置する防災行政無線戸別受信機（写真─ 1）
の音声出力端子（写真─ 2）から音声信号が出た時，ケー
ブルテレビに接続されている地上デジタルテレビの自
主放送画面にオーバーレイ（文字・記号）が表示され，
視聴者の選択（リモコンの黄色ボタンを押す）により
テレビスピーカーから防災行政無線戸別受信機の音声
が聞こえてくるというもの。なお，地上デジタル自主
放送システムに追加した機器は既存の製品であり，比
較的安価なもので，システム構成も単純である（図─2）。

特集＞＞＞　防災，安全・安心を確保する社会基盤整備

図─ 1　10 mメッシュ領域における音が届き難い地域（白色）1）
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（2）  地上デジタル放送の本線映像の映像音声ストリー
ムに防災行政無線の音声を混合させる仕組み

自治体が運営する防災行政無線システムの一部であ
る防災行政無線戸別受信機の音声が発声された時，そ
の音声は音声検知装置を経由して SDエンコーダに送
られる。SDエンコーダにより音声信号がデジタルデー
タ化され，HD/SD エンコーダによりデジタル化され
た本線映像の映像音声データとともに図─ 3の地上
デジタルMUX装置で多重化され，ケーブルテレビ加
入者宅のテレビ受像機の地上デジタル自主放送の放送
用信号として送りだす。視聴者が地上デジタル自主放
送を選択し，テレビリモコンの黄色ボタンが押された
時，テレビ音声は防災行政無線の音声に切り替わる。

写真─ 1　防災行政無線戸別受信機全体写真

写真─ 2　防災行政無線戸別受信機側面写真（音声出力端子）

図─ 2　システム概要図

図─ 3　混合イメージ
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（3）  「防災行政無線の発声」の開始と終了を IP 信号
に変換し，テレビ受像機の地上デジタル自主
放送オーバレイの表示・非表示情報をデータ
放送サーバーに伝える仕組み

オーバレイが表示される仕組み
防災行政無線戸別受信機の音声が音声検知装置に検
知され，接点信号で IP コンバータに知らせる。IP コ
ンバータは，接点信号から IP 信号に変換し自主デー
タ放送送出装置に知らせる。自主データ放送送出装置
は，テレビ受像機にデータ放送によるオーバレイが表
れるよう指示を出す。ケーブルテレビ加入者宅のテレ
ビ受像機の地上デジタル自主放送が選択されている
時，テレビ画面にオーバレイがでる。
オーバーレイが非表示となる仕組み
無音検知モードに設定された音声検知装置が「音」
を検知したもう一つの音声検知装置からの接点信号で
起動する。防災行政無線戸別受信機の発声が終わり，
無音検知モードに設定された音声検知装置が防災行政
無線の終了「無音」を検知し，接点信号を IP コンバー
タに知らせ，IP 信号に変換された情報を自主データ
放送送出装置に知らせる。自主データ放送送出装置
は，テレビ受像機にデータ放送によるオーバレイを非
表示にするよう指示を出す。

（4）  自主放送設備が防災行政無線到達範囲以外で
も対応が可能

複数の自治体に営業エリアを展開するケーブルテレ
ビ事業者は，その自主放送設備近辺に防災行政無線の
受信点を設置できない場合がある。本システムも 3つ
の自治体のうち 1つがそうであった。そのため，遠隔
地の受信点から音声信号をリアルタイムで IP 伝送す
る機器を導入し，これにより受信点が離れた場所にあ
る自主放送設備まで音声信号を運ぶ事ができ，他の 2
つの自治体と同様に安定した運用が可能となった。

3．  簡単な仕組みで防災行政無線の可聴範囲
を拡大する

本システムは，前項で述べたように人の手を介さず
完全自動化で防災行政無線の効果を補完する。自治体
防災課の職員が，非常時に追加的な作業をぜずに機能
し，またケーブルテレビ事業者の社員も特別な操作を
必要としない。住民も防災行政無線の屋外スピーカー
からの音声が聞き取りにくいときに，テレビ受像機の
地上デジタル自主放送を選択し，リモコンの黄色ボタ
ンを押すことにより，ケーブルテレビに接続している

家庭や事業所は，テレビスピーカから明瞭に防災行政
無線の音声を聞くことができる。防災行政無線可聴範
囲以外のエリアでもケーブルテレビに接続している家
庭等は，本システムを利用する事により，防災行政無
線の可聴範囲となる。

4．本システムの有効性

携帯電話・スマートフォン・防災ラジオ・防災行政
無線戸別受信機等，防災情報端末は多様である。それ
ぞれ長所短所があるが共通して求められる要件を次に
掲げる。
①緊急時にだけ使うものでなく，日常用途がある事
災害時にだけ有用であると，数年間発災等が無い場
合，端末の所在が怪しくなる。押入れの奥や物置等に
しまい込まれ，緊急時に仕舞い込んだ場所も忘れてし
まうという家庭が少なからずでてくることが予想され
る。このような事から端末は災害時だけでなく日常用
途があるものが望ましい。
②操作が簡単な事
緊急時には，得てして複雑な操作による情報取得は
難しい。また，幅広い年代または性別に関係なく簡便
な操作性が非常に重要となる。
③身近にいつもある物
いつ，何所で被災するかは分からないため，防災情
報端末は，ウエアラブルである事が望ましい。その意
味では，携帯電話・スマートフォンは有効である。ま
た，日常生活のなかで長い時間接して過ごすテレビも
また最有力の防災情報端末の一つと言える b）。
④‌�広く一般に普及している事，維持費が低廉である
事
老若男女，経済状況，同居人の有無。様々な状況の
中で広範に普及していて，かつ維持費も低廉である事
が求められている。これらの要件を考慮した時，本シ
ステムは多くの点で適応している。

5．おわりに

自治体の殆どは，防災行政無線システムの作動確認
のため，1日 1回その屋外スピーカーで夕刻にチャイ
ムを発声している。本システムは，「音」に連動する
仕組みであるため 1日 1回，地上デジタル自主放送の
テレビ画面にオーバ─レイが出現する（図─ 4）。
先に述べたように，リモコンの黄色ボタンを押すこ
とによりテレビ画面が切り替わり，かつテレビスピー
カーから防災行政無線の音声が発声される。



63建設機械施工 Vol.67　No.11　November　2015

この画面は，各自治体防災課と協議しながら作成
し，随時更新している。
日常的にこの画面に接する事で，防災意識啓蒙に役
立ち，発災時の災害情報入手先として認知を広げるこ
とができると考える。
なお，自治体防災課からの要望もあり，地上デジタ
ル自主放送を視聴中であれば，黄色ボタンは，いつで
も図─ 5の画面に切り替わるようプログラムを改修
した。

図─ 5の内容は，自治体毎に異なる。実証実験時
の例を以下に掲げる。
① ‌�A 区防災行政無線の屋外スピーカーから流れる
音声をテレビで聞く実証実験を行っています。
屋外スピーカーから流れる音声をそのままテレ
ビで聞くことができます。平常時は，毎日夕方
17 時のチャイムが流れます。また，屋外スピー
カーで放送した内容は，下記の電話番号で確認
することができます。ただし，緊急地震速報な
ど，国等から受信した情報を自動放送する場合
には，確認することができないことがあります。
また，夕方のチャイムは確認できません。

　電話番号は 03-3803- ＊＊＊＊です。
② ‌�B 区防災行政無線の音声をテレビで聞くシステ
ムの実証実験を行っています。本実験のために，
月曜日から金曜日までの 8時 45 分及び 15 時 15

分に，ケーブルテレビにおいて試験的にチャイ
ム放送を流しています。（屋外スピーカーは吹鳴
させていません。）実験終了後は，災害時に屋外
スピーカーから流れる防災行政無線の音声を，
そのままケーブルテレビで聞くことができるよ
うになります。

③ ‌�C 区防災行政無線　戸別受信機の音声をテレビ
で聞く実証実験を行っています。C区防災行政
無線戸別受信機の音をそのままテレビで聞くこ
とができます。平常時は，毎日夕方 17 時のチャ
イムがそのまま流れます。C区の防災・防犯情
報をメールで受けることができます。最新の災
害 ･防犯情報等が即時に送信されますので，災
害 ･防犯への備えとしてお役立てください。移
動中など室外での情報取得に便利です !

　詳しくは，C区安全・安心メール案内サイトで !
　 http://mail.bousai.city.****.lg.jp/top.ht
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